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新型 BMW 8シリーズをベースにしたMモデルが誕生 

走行性能を高めたMパフォーマンス・モデル「BMW M850i xDrive」 
本格的なサーキット走行が可能なMハイ・パフォーマンス・モデル「BMW M8 
Competition」 
 
ビー・エム・ダブリュー株式会社（代表取締役社長: クリスチャン・ヴィードマン）は、ラグジュアリー・モ
デル「BMW 8シリーズ」をベースにした「Mモデル」を、全国の BMW正規ディーラーにおいて、本日より
販売を開始する。納車は、本年第二四半期以降を予定している。 
 
BMW M社が開発する高性能マシン Mモデルには、2つのカテゴリーがある。1つはサーキットでの高いパ
フォーマンス走行を可能としたMハイ・パフォーマンス・モデル、もう１つはサーキットで培われた技術を
余すことなく取り入れ公道走行におけるスポーティな走行性能を高めたMパフォーマンス・モデルである。 
 
BMW 8シリーズは、ピュア・スポーツ・モデルに匹敵する高い走行性能に加え､誰をも魅了するエレガント
で美しいルーフ・ライン、艶麗なリヤ・フェンダーの造形が醸し出す、優雅さと官能的な個性を際立たせる
クーペ・スタイリングを高い次元で両立させることで、新たなラグジュアリー・クーペとして、強烈な存在
感を持つモデルであり、2枚ドアのクーペ・モデルをベースにオープン・エア・ドライブが愉しめるカブリオ
レ、クーペ・デザインを実現しながら 4枚ドアにより利便性を高めたグラン クーペの 3つのバリエーション
がある。 
 
今回発表の新型 BMW 8シリーズMモデルは、エクステリア・デザイン、インテリア・デザインの変更によ
り、更に、スポーティ感とラグジュアリーさが増し、大幅な商品力の強化を実現している。 
 
BMW 8シリーズMモデル 
メーカー希望小売価格（消費税込み） 

モデル メーカー希望小売価格 

Mパフォーマンス・モデル 

BMW M850i xDrive Coupe ¥ 17,800,000 

BMW M850i xDrive Cabriolet ¥ 19,070,000 

BMW M850i xDrive Gran Coupe ¥ 17,730,000 

Mハイ・パフォーマンス・モデル 

BMW M8 Competition Coupe ¥ 24,770,000 

BMW M8 Competition Cabriolet ¥ 25,870,000 

BMW M8 Competition Gran Coupe ¥ 24,400,000 
 上記のメーカー希望小売価格は、付属品価格、税金（消費税を除く）、保険料、登録に伴う諸費用を含まない車両本体価格です。 

 右/左ハンドル（BMW M850i xDrive Cabrioletは右ハンドルのみ）、AT仕様。 



 
 
安全機能・運転支援システムにおいても最新世代であり、他のミドル・クラス以上の BMWモデル同様に、
高性能 3眼カメラ&レーダー､および高性能プロセッサーによる高い解析能力の最先端運転支援システムが標
準装備となり、高速道路での渋滞時において、ドライバーの運転負荷を軽減し安全に寄与する運転支援シス
テム「ハンズ・オフ機能付き渋滞運転支援機能」が装備され、一定の条件下において、ステアリングから手
を離しての走行が可能となっている。 
 
コネクティビティにおいても優位性は高く、「OK, BMW」と話し掛けることで、車両の操作、目的地の設定等
が可能である。Apple CarPlayや Spotifyへの対応、BMWコネクテッド・ドライブ標準装備により、スマー
トフォンで事前に検索した目的地を車両に送信する等、大きな利便性がある。 
また、車両のキーを持たずとも、スマートフォンをドア・ハンドルにかざすことで、車両のロック解除/施錠、
さらには、エンジンの始動も可能である。 
 
 
デザイン 
Mパフォーマンス・モデル 
エクステリア・デザインにおいては、よりスタイリッシュなフロント・バンパー・デザインに、光源を持つ
イルミーネーテッド・グリルを採用することで、特に夜間の存在感を増している。また、ドア・ミラーは M ハ
イ・パフォーマンス・モデル同様の意匠を持つデザオンを新たに採用している。さらに、Mバッジをフロン
ト・グリル内に装着することにより、Mのパフォーマンスを持つモデルであることを、より明確に主張して
いる。インテリアにおいては、大型の 12.3インチのセンター・ディスプレイの採用により機能性が増し、ド
ア・スイッチ部をシルバーで加飾することにより上質感をアップさせている。 
 
Mハイ・パフォーマンス・モデル 
エクステリア・デザインにおいては、Mヘッドライト・シャドーラインの標準装備により、精悍さを増して
いる。また、BMW M 50周年記念にあたり、特別な Mバッチを、フロント、リヤ、ホィールに採用している。
インテリアにおいては、大型の 12.3インチのセンター・ディスプレイの採用により機能性が増し、Mフロン
ト・カーボン・バケット・シートをオプション装備する事で、特にサーキットでのスポーツ走行時の安定性
を増すことが可能となる。 
 
 
ドライビング・ダイナミクス 
Mパフォーマンス・モデルにおいては、最高出力 530PS（390kW）/5,500-6,000rpm、最大トルク
750Nm/1,800-4,600rpmを発揮する高効率な 4.4L V型 8気筒 BMWツインパワー・ターボ・ガソリン・エ
ンジンに、ダイナミックな走りを実現する 8速オートマチック・トランスミッションが組み合わされている。 
 
Mハイ・パフォーマンス・モデルにおいては、最高出力 625PS（460kW）/6,000rpm、最大トルク
750Nm/1,800 -5,860rpmを発揮する高効率な 4.4L V型 8気筒 BMWツインパワー・ターボ・ガソリン・
エンジンに、ダイナミックな走りを実現する 8速オートマチック・トランスミッションが組み合わされてい
る。 
 
 
ハンズ・オフ機能付き渋滞運転支援機能を搭載 
BMW社が国内認可取得モデルとして初めて導入したハンズ・オフ機能が搭載されている。「ハンズ・オフ機
能付き渋滞運転支援機能」とは、高速道路*1での渋滞時において、ドライバーの運転負荷を軽減し安全に寄与



 
 
する運転支援システムである。この機能は、ドライバーが絶えず前方に注意するとともに、周囲の道路交通
や車両の状況に応じて直ちにハンドルを確実に操作することができる状態にある限りにおいて、ステアリン
グから手を離して走行が可能*2となる。 
*1: 高速自動車国道法に定める高速自動車国道、及び指定都市高速道路に分類される道路が対象。 

*2: SAE International（Society of Automotive Engineers）が定めるレベル 2の段階であり、自動運転ではなく、前方注視が必要となる

など、ある一定の条件が必要。 

 
 
安全機能・運転支援システム「ドライビング・アシスト・プロフェッショナル」を標準装備 
高性能 3眼カメラ&レーダー､および高性能プロセッサーによる高い解析能力によって、より精度と正確性が
向上した、最先端の運転支援システムを標準装備している。アクティブ・クルーズ・コントロール（ストッ
プ&ゴー機能付）、レーン・チェンジ・ウォーニング（車線変更警告システム）およびレーン・ディパーチャ
ー・ウォーニング（車線逸脱警告システム）、ステアリング&レーン・コントロール・アシスト、サイド・コ
リジョン・プロテクションおよび衝突回避・被害軽減ブレーキ（事故回避ステアリング付）、クロス・トラフ
ィック・ウォーニング、ペダル踏み間違い急発進抑制機能を、標準装備としている。 
 
さらに標準装備となるパーキング・アシスタントには、時速 35km以下で車両が直前に前進したルート最大
50mまでを記憶し、その同じルートをバックで正確に戻ることが可能となるリバース・アシスト機能が採用
されている。日本に多数点在する細い道での対向車とのすれ違いに困った際など、安全かつ正確に、元のル
ートに復帰することが可能となる。 
 
 
BMWコネクテッド・ドライブ 
BMWコネクテッド・ドライブは、車載通信モジュールにより、ドライバー、クルマ、そして取り巻く情報を
ITネットワークで繋ぐことで、「もしもの時に備える万全の安全性」、「カーライフを進化させる革新の利便性」、
「充実の情報と最新のエンターテインメント」を提供する総合テレマティクス・サービスとして 2013年に
輸入車として初めて導入された。また、スマートフォン向けアプリの導入により、車両情報やニュース等へ
のアクセスを可能にし、顧客の利便性を向上させるサービスを提供してきた。さらに、2021年夏には、より
操作性・利便性を高めた新たな機能を追加すると共に、新しいスマートフォン向けアプリ「My BMW」を導
入し、車とユーザー、情報をシームレスに繋げ、より快適でスマートなモビリティ・ライフをサポートする
新しいパーソナル・アシスタント・サービスとして生まれ変わった。 
 
 
BMW Intelligent Personal Assistant（インテリジェント・パーソナル・アシスタント） 
BMWインテリジェント・パーソナル・アシスタントは、AI技術を活用することで、音声会話だけで車両の操
作、情報へのアクセスが可能となる BMW最新の機能である。今までの音声入力と異なり、より自然な会話
に近い言葉で、ドライバーの指示や質問を理解し、適切な機能やサービスを起動可能にする他、使用頻度に
応じてドライバーの好みを学習し、長く乗り続けるほどドライブにおける真のパートナーとしての役割を担
うことが可能となる。そして、BMWのインテリジェント・パーソナル・アシスタントの最たる特徴は、ドラ
イバーがシステムの「名前」を自由に付けることが可能な点である。例えば、BMWインテリジェント・パー
ソナル・アシスタントを起動する際、「OK, BMW（オーケー・ビー・エム・ダブリュー）」だけでなく、呼び
かける言葉を任意に設定することが可能なため、より身近な存在としてストレス無く使用することが出来る。 
 
 
 



 
 
Amazon Alexa 
Alexaは、Amazonが提供するクラウドベースの音声サービスあり、全世界で利用され、日本においても、日
本語による音声サービスが提供されている。Alexaは、Amazon Echoシリーズなどのデバイスに搭載されて
おり、Alexaに話しかけるだけで天気予報やニュースの確認、音楽ストリーミングの再生、Amazon.co.jpで
のショッピング、対応するスマートホームデバイスの操作などが可能になる。オーナーのスマートフォン上
アプリ「My BMW」を使用して、Alexaと連携させることにより、自宅さながら、Alexaの様々なサービスや
機能を利用することが可能となる。 
 
 
3年間の主要メインテナンスが無償となる BMWサービス・インクルーシブ・プラス 
3年間の主要メインテナンス無償提供、タイヤ/キーの破損や紛失の際の費用サポート等が含まれる「BMWサ
ービス・インクルーシブ・プラス」が全車に付帯されている。この「BMWサービス・インクルーシブ・プラ
ス」は、2016年より BMW全モデルに標準装備された新しいメインテナンス・パッケージであり、顧客に対
してより安心なドライブを提供している。 
 
 
主な車両諸元 
 BMW M850i xDrive Coupe 

全長 4,855mm、全幅 1,900mm、全高 1,345mm、ホイールベース 2,820mm、車両重量 1,940kg、車
両総重量 2,160kg、排気量 4,394cc、V型 8気筒ガソリン・エンジン、最高出力 530PS（390kW）
/5,500rpm、最大トルク 750Nm/1,800rpm-4,600rpm 

 
 BMW M8 Competition Coupe 

全長 4,870mm、全幅 1,905mm、全高 1,360mm、ホイールベース 2,825mm、車両重量 1,910kg、車
両総重量 2,130kg、排気量 4,394cc、V型 8気筒ガソリン・エンジン、最高出力 625PS（460kW）
/6,000rpm、最大トルク 750Nm/1,800rpm-5,860rpm 

 
 BMW M850i xDrive Cabriolet 

全長 4,855mm、全幅 1,900mm、全高 1,345mm、ホイールベース 2,820mm、車両重量 2,070kg、車
両総重量 2,290kg、排気量 4,394cc、V型 8気筒ガソリン・エンジン、最高出力 530PS（390kW）
/5,500rpm、最大トルク 750Nm/1,800rpm-4,600rpm 

 
 BMW M8 Competition Cabriolet 

全長 4,870mm、全幅 1,905mm、全高 1,355mm、ホイールベース 2,825mm、車両重量 2,030kg、車
両総重量 2,250kg、排気量 4,394cc、V型 8気筒ガソリン・エンジン、最高出力 625PS（460kW）
/6,000rpm、最大トルク 750Nm/1,800rpm-5,860rpm 

 
 BMW M850i xDrive Gran Coupe 

全長 5,085mm、全幅 1,930mm、全高 1,405mm、ホイールベース 3,025mm、車両重量 2,040kg、車
両総重量 2,315kg、排気量 4,394cc、V型 8気筒ガソリン・エンジン、最高出力 530PS（390kW）
/5,500rpm、最大トルク 750Nm/1,800rpm-4,600rpm 

 
 BMW M8 Competition Gran Coupe 

全長 5,105mm、全幅 1,945mm、全高 1,420mm、ホイールベース 3,025mm、車両重量 2,000kg、車



 
 

両総重量 2,275kg、排気量 4,394cc、V型 8気筒ガソリン・エンジン、最高出力 625PS（460kW）
/6,000rpm、最大トルク 750Nm/1,800rpm-5,860rpm 

 
 
本件に関する読者および視聴者からのお問合わせ先: 

BMWカスタマー・インタラクション・センター 

フリーダイヤル 0120-269-437 

受付時間: 平日 9:00-19:00、土日祝 9:00-18:00 

BMWウェブサイト: http://www.bmw.co.jp 


	新型BMW 8シリーズをベースにしたMモデルが誕生


<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Error

  /CompatibilityLevel 1.4

  /CompressObjects /Tags

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /DetectCurves 0.0000

  /ColorConversionStrategy /CMYK

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedOpenType false

  /ParseICCProfilesInComments true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveDICMYKValues true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveFlatness true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments true

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /CropColorImages true

  /ColorImageMinResolution 300

  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageMinDownsampleDepth 1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /CropGrayImages true

  /GrayImageMinResolution 300

  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageMinDownsampleDepth 2

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /CropMonoImages true

  /MonoImageMinResolution 1200

  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /CheckCompliance [

    /None

  ]

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile ()

  /PDFXOutputConditionIdentifier ()

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName ()

  /PDFXTrapped /False



  /CreateJDFFile false

  /Description <<



    /BGR <>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>

    /CZE <>

    /DAN <>

    /DEU <>

    /ESP <>

    /ETI <>

    /FRA <>

    /GRE <>



    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)

    /HUN <>

    /ITA <>

    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>

    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /LTH <>

    /LVI <>

    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)

    /NOR <>

    /POL <>

    /PTB <>

    /RUM <>

    /RUS <>

    /SKY <>

    /SLV <>

    /SUO <>

    /SVE <>

    /TUR <>

    /UKR <>

    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)

  >>

  /Namespace [

    (Adobe)

    (Common)

    (1.0)

  ]

  /OtherNamespaces [

    <<

      /AsReaderSpreads false

      /CropImagesToFrames true

      /ErrorControl /WarnAndContinue

      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false

      /IncludeGuidesGrids false

      /IncludeNonPrinting false

      /IncludeSlug false

      /Namespace [

        (Adobe)

        (InDesign)

        (4.0)

      ]

      /OmitPlacedBitmaps false

      /OmitPlacedEPS false

      /OmitPlacedPDF false

      /SimulateOverprint /Legacy

    >>

    <<

      /AddBleedMarks false

      /AddColorBars false

      /AddCropMarks false

      /AddPageInfo false

      /AddRegMarks false

      /ConvertColors /ConvertToCMYK

      /DestinationProfileName ()

      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK

      /Downsample16BitImages true

      /FlattenerPreset <<

        /PresetSelector /MediumResolution

      >>

      /FormElements false

      /GenerateStructure false

      /IncludeBookmarks false

      /IncludeHyperlinks false

      /IncludeInteractive false

      /IncludeLayers false

      /IncludeProfiles false

      /MultimediaHandling /UseObjectSettings

      /Namespace [

        (Adobe)

        (CreativeSuite)

        (2.0)

      ]

      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK

      /PreserveEditing true

      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged

      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile

      /UseDocumentBleed false

    >>

  ]

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



